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AUBIST HYPERVISORは、統合され、ハイパフォーマンス化する車載ECU

に欠かせない、仮想化ソリューションのための製品です。AUTOSAR Classic 

Platform、Adaptive Platformそれぞれに対応したハイバーバイザ製品を

ご提供します。

導入のメリット

車載のシステムでは、高速起動やリアルタイム性、高信頼性や安定性が求められますのでリアルタイムOSを

ベースとしたプラットフォームが多く使われています。一方で車載システムにも高度なグラフィックやネット

ワークの要求が昨今高まっています。リアルタイムOSが持つ即時応答性や高速起動、高い信頼性を確保しつ

つ、汎用OSの持つ豊富なグラフィック機能やネットワーク機能を活用したいという要求が増えてきており、こ

れの両立が求められています。車載システムでもこのような理由でハイパーバイザの必要性が益々高まってい

るのです。

ハイパーバイザとは

OSは従来スーパーバイザと呼ばれることもあり、複数のユーザアプリケーションを管理(supervise)して実

行する役割を持ちますが、ハイパーバイザは、このOSベースのシステムを複数管理して実行する仕組みです。

ハイパーバイザは、ハイパーバイザーレスで提供されているOSを、基本的にはそのままゲストOSとして実行で

きます。一つのOSでシステムを占有しているかのようにハードウェアを仮想化する、仮想化技術の一つがハイ

パーバイザです。ハイパーバイザを活用して複数のシステムを1台に統合するには高い演算能力や専用の機構

が必要ですが、CPUの演算能力向上とマイクロプロセッサの仮想化支援機能の充実により、組込み環境でも

ハイパーバイザの実現が可能になりました。実際に仮想化を行うためには、資源の分離、スケジューリングと時

間保護、割込み処理のトラップ、VM切替などの機能が求められます。
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車載向けハイパーバイザに求められること

 Guestの統合
ー１コアに複数のGuestを搭載できる

ーGuestは様々な安全レベルを持つことが可能（QM,ASIL-A～D）

ーあるGuestが他のGuestにアクセスできない

 搭載可能なGuest
ーOSを含んでも良いし、OSレスでも構わない。他ベンダのOSを含んでも良い

ー割込みやペリフェラルデバイスを最小限のソースコード変更で利用可能

 Guestの制御
ーGuestの開始、終了、再起動が可能

ーGuest単位での書き換えが可能

 ペリフェラル
ー共有ペリフェラルドライバとしてEthernetドライバを標準提供

ーそれ以外のペリフェラルは標準提供品ではGuest専用とする

 省電力モード
ーECUの省電力モードが利用可能

AUBIST Hypervisor for MCU

製品について

※AUBIST HYPERVISORはAUBIST Hypervisor for MCUとAUBIST Hypervisorの総称です

オーバスは、上述の市場要求、車載要求に対応し、仮想化ソリューション、Classic Platform、Adaptive 
Platformそれぞれのハイパーバイザソリューションをご用意しています。

AUBIST Hypervisor

AUBIST HYPERVISOR

ーAUBIST Hypervisor

ーAUBIST Hypervisor for MCU
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AUBIST Hypervisorは、Linuxなどの汎用OSやマルチプロセスのシステム

との統合を目的としたハイバーバイザ製品です。

特長

システム構成例

AUTOSAR Adaptive Platform 
+ Linux
＋ Android
+ ROS

概要

AUBIST HypervisorのGuestとしては、ホストOS上で動作するリアルタイムアプリケーションのほか、

LinuxやAndroidなどの汎用OSを想定しています。もちろん、マルチプロセスのシステムだけでなく、これら

にベアメタルのシステムを組み合わせることも可能です。リアルタイム処理が求められるアプリケーションと汎

用システムを1つのシステムに統合可能にし、車載向け統合システムに求められる空間・時間分割も可能にする

ホスト型Hypervisorソリューションです。

 リアルタイム性とリッチな機能の完全な両立
リアルタイム性の高いAUBIST AP OSをベースとしたホスト型Hypervisorにより、自動運転などリア
ルタイムアプリケーションと機能リッチなアプリケーションをメモリ/時間分離された空間で共存させるこ
とが可能です。

 AUBIST AP OSの高度なスケジューリング機能の活用
AUBIST AP OS の階層化スケジューラを用いることで、ロードバランシングや時間分離など、
AUBIST AP OSの高度なスケジューリング機能の特長をそのまま活かして各VMを効率よくスケジュー
リングします。

 ブートを容易にカスタマイズ可能
ゲストOSはAUBIST AP OSのプロセスとして実行されるため、ゲストOSのブートシーケンスを単なる
プロセスの起動処理として記述できます。そのため、シーケンシャルな起動、マルチコアで並行起動、など
容易にカスタマイズできます。

 ドライバの移植が容易
Linuxで標準対応されているVirtioドライバがサポートされており、Linuxゲストを容易に移植できます。
また、Pass Throughドライバにも対応しており、オーバヘッドなくペリフェラルデバイスにアクセスする
ことも可能です。

 高い堅牢性
AUBIST AP OSに組み込む仮想化のための機構を最小限とし、ユーザ空間に配置される仮想マシンモ
ニタにより多くの処理を実施します。そのため、ゲストOSや仮想化マシン自体の異常がAUBIST AP 
OSに波及しません。
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AUBIST Hypervisor for MCUは、AUBIST Classic Platform用のハ
イパーバイザ製品です。

製品概要

AUBIST Hypervisor for MCUは、マイ

コンが持つ仮想化支援の仕組みを利用し、次

世代の制御系ECUに求められる仮想化機能

を効率的に提供するハイパーバイザ製品で

す。

特長

 統合されるECU機能に要求される空間分離・時間分離を実現

異なるASILのVM

混在や1コア複数

VMの搭載が可能で

す。

時間分割、スケジューリングイメージ

 特権、非特権モードをサポート可能なVM空間の提供

Hypervisor for MCUとAUTOSAR OS(SC3)を組み合わ

せることによりVM内に異なるASILのSW-Cを混載することが

可能です。
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特長

 各VMへの周辺デバイス割当て、割込みの割当てが可能
割当可能なMCUの周辺デバイスは、個々のVMに割り当てることにより既存のMCALの再利用が可能で

す。

 共有デバイスは、デバイス仮想化支援を提供
VM間で共有の可能性が高いデバイスについては、仮想デバイス(vMCAL)の提供を予定しています。

 VM間通信機構（VCC）の提供
VM間でデータの通信を行う機能を

提供します。

 統合ECU

 統合コックピット

 コネクティッドカー

適用分野

●記載された会社名および製品名は、各社・各団体の登録商標または商標です。
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等をご確認の上、必要な手続きをお取りください。

ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。
●本紙に掲載された製品は、改良のため予告なく形状、仕様を変更することがあります。

※適用マイコンは弊社代理店にお問い合わせください。

※お客様ごとのご要望につきましては、AUBIST Engineering Serviceにてご対応いたします。

〒108-0075 東京都港区港南二丁目16番2号 太陽生命品川ビル9階
TEL / 03-5781-2300 FAX / 03-5781-2400 E-mail / info@aubass.com

[製品やお取引に関するお問合せ先］
株式会社ネクスティエレクトロニクス

ソフトウェアバリューチェーンカンパニー ソフトウェアBU営業部（営業窓口）
名古屋市中村区名駅4-11-27 シンフォニー豊田ビル TEL / 052-558-4231 E-mail / bsw@nexty-ele.com

イーソル株式会社
ソフトウェア事業部 ビジネスマネジメント本部 オートモーティブ営業部
東京都中野区本町1-32-2 ハーモニータワー TEL / 03-5302-1360 E-mail / aubist-inq@esol.co.jp
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